
こ
の
た
び
、
埼

玉
大
学
経
済
学
部

の
学
部
長
・
経
済

科
学
研
究
科
の
研

究
科
長
と
い
う
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
を
日
々
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
一
九
八
二
年
に
経
済
学
部
に
赴

任
致
し
ま
し
た
の
で
、
も
う
か
れ
こ
れ
三

〇
年
ほ
ど
を
埼
玉
大
学
経
済
学
部
と
と
も

に
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。
い
つ
も
「
若

手
」
の
つ
も
り
で
お
り
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
そ
の
範
疇
を
外
れ
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
経

済
学
部
も
、
全
国
的
な
大
学
改
革
の
流
れ

に
呼
応
し
、
様
々
な
自
己
改
革
を
行
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
学
部
の
夜

間
主
コ
ー
ス
と
、
博
士
前
期
（
修
士
）
課

程
お
よ
び
博
士
後
期
課
程
の
社
会
人
大
学

院
を
整
備
し
、
学
部
か
ら
博
士
課
程
に
い

た
る
社
会
人
の
た
め
の
一
貫
し
た
教
育
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
全

国
的
に
み
て
も
希
な
、
わ
れ
わ
れ
の
誇
る

べ
き
特
徴
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
経
済
学
部
が
抱
え
て
い
る
吃
緊

の
課
題
の
ひ
と
つ
は
、
国
際
化
の
推
進
で

す
。
海
外
へ
の
関
心
を
低
下
さ
せ
て
い
る

と
い
う
若
者
の
「
内
向
き
志
向
」
は
、
昨

今
の
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
が
、

企
業
活
動
で
も
、
高
等
教
育
で
も
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
は
否
応
な
く
進
展
し
て
お
り
、

世
界
の
な
か
で
存
在
感
を
示
す
こ
と
の
で

き
る
日
本
人
の
育
成
は
、
わ
が
国
の
将
来

を
占
う
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
す
で
に
、
経
済
学
部
で
は
、

タ
イ
王
国
の
名
門
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン

大
学
と
提
携
し
、
毎
年
、「
タ
イ
事
情
�
」

の
科
目
で
、
学
生
が
英
文
で
共
同
論
文
を

執
筆
し
、
タ
イ
で
現
地
の
学
生
と
デ
ィ
ベ

ー
ト
を
行
な
う
と
い
う
講
義
を
行
な
っ
て

参
り
ま
し
た
し
、
海
外
か
ら
少
な
か
ら
ぬ

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
参
り
ま
し
た
が
、

自
ら
海
外
の
大
学
へ
出
て
勉
強
し
て
こ
よ

う
と
い
う
学
生
は
、
ま
だ
少
数
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
こ
の

こ
と
に
は
、
費
用
の
問
題
や
、
年
々
厳
し

さ
を
増
し
長
期
化
す
る
「
就
活
」
の
問
題

な
ど
、
様
々
な
要
素
が
関
連
し
て
い
ま
す

が
、
経
済
学
部
と
し
て
は
、
学
生
が
海
外

で
学
ぶ
こ
と
を
促
進
す
る
環
境
を
整
備
し
、

教
育
と
研
究
の
国
際
化
を
推
進
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
和
会
の
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
経
済
学
部
の
国
際

化
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
お
力
添
え
を
賜
わ
れ
れ
ば
大
変
幸

い
に
存
じ
あ
げ
ま
す
。

一

日

時

平
成
２４
年
７
月
１４
日
�

�
総

会
�
１３
時
（
受
付
開
始
１２
時
３０
分
）

�
講

演
�
１４
時
〜

�
懇
親
会
�
１５
時
３０
分
〜
１７
時

二

場

所

東
京
駅
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
６
階

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

埼
玉
大
学
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ

ジ
の
あ
る
ビ
ル
で
す
。

住

所
�
千
代
田
区
丸
の
内
一
�
七
�
十
二

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
６
階

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

三

演

題

「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
世
界
を
変
え
る
」

―
新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
創
造
へ
の
挑
戦
―

所
属

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

副
社
長

氏
名

椎
橋

章
夫
（
し
い
ば
し

あ
き
お
）

学
歴

１
９
７
６
年
３
月

埼
玉
大
学

工
学
部
卒
業

２
０
０
６
年
１２
月

東
京
工
業
大
学
博
士
課
程
卒
業
工
学
博
士

※
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」

開
発
の
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
」
に
出
演
、

現
在
に
至
る

四

懇
親
会
会
費

７
、０
０
０
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で
す
）

五

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
東
京
駅

新
幹
線
専
用
改
札
口
（
日
本
橋
）

よ
り
徒
歩
１
分

�
八
重
洲
北
口
改
札
口
よ
り
徒
歩
２
分

�
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
大
手
町
駅
よ
り
徒
歩
１
分

六

出

欠

６
月
２９
日
�
ま
で
に
、
同
封
の
「
は
が

き
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

埼
玉
大
学
経
済
学
部

学
部
長

薄
井

和
夫
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東
日
本
大
震
災
か

ら
復
興
の
槌
音
が
聞

こ
え
、
東
北
地
方
に

も
明
る
い
兆
し
が
見

え
始
め
ま
し
た
が
、

同
窓
生
の
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
５８
年
２
月
に
発
足
し
た
経
和
会
は
来
年

で
３０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

卒
業
生
の
数
も
１
万
人
を
突
破
し
、
皆
様
一

流
企
業
や
官
公
庁
で
枢
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
か
れ

た
り
、
公
認
会
計
士
や
税
理
士
の
道
を
進
ま
れ

て
い
る
方
な
ど
、
ま
さ
に
国
立
大
学
の
名
に
恥

じ
な
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
和
会
は
ま
だ
会
報
を
発
行
し
て
１５
年
を
迎

え
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
間
、
大
学
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
の

き
っ
か
け
を
作
り
、
学
生
会
員
の
就
職
の
お
世

話
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
の
御
陰
だ
と
心
よ
り
感
謝
し
て

い
る
次
第
で
す
。

一
方
、
財
政
面
で
は
毎
年
、
新
入
生
か
ら
の

終
身
会
費
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
を
続
け
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
日
本
経
済
の
低

迷
や
学
生
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
会
費
納
入
率
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

単
年
度
で
は
赤
字
に
な
っ
た
年
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
は
埼
玉
大
学
の
他
学
部
同
窓

会
も
同
様
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

学
生
お
よ
び
保
護
者
に
対
す
る
納
付
の
お
願

い
も
こ
こ
２
年
積
極
的
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
一
方
で
会
員
数
の
増
大
に
伴
い
支
出
の
増

大
が
財
政
を
逼
迫
さ
せ
て
き
て
お
り
、
本
格
的

な
財
政
の
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
か
ら
の
３
カ
年
計
画

と
し
て
、
会
費
未
納
の
卒
業
生
の
方
々
か
ら
一

人
で
も
多
く
会
費
を
納
入
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会

費
納
入
会
員
と
未
納
会
員
と
の
差
別
化
も
必
要

で
は
な
い
か
と
の
声
も
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
学
部
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
文
系

学
部
は
す
で
に
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
来
年
か
ら
実
施
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

理
工
系
同
窓
会
は
学
科
同
窓
会
が
中
心
で
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
み
で
会
報
を
お
知
ら
せ
し

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
様
々
で
す
が
、
ど
こ
の
同

窓
会
も
会
費
徴
収
に
つ
い
て
は
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

具
体
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は

１
�
引
き
続
き
新
入
生
を
中
心
に
年
３
回
程
度

の
納
付
依
頼
を
行
い
、
納
付
率
を
上
げ
る
。

２
�
来
年
度
、会
報
送
付
時
に
会
費
未
納
の
卒
業

生
に
は
、次
年
度
よ
り
送
付
を
取
り
や
め
る

か
否
か
は
が
き
に
て
確
認
を
行
う
。卒
業
後

３０
年
以
上
を
経
た
卒
業
生
を
対
象
と
す
る
。

３
�
会
費
未
納
者
に
は
全
員
引
き
続
き
会
報
に

振
込
用
紙
を
同
封
す
る
。

４
�
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
、
交
流
会
参
加
や

同
期
会
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

以
上
、
経
和
会
の
財
政
再
建
策
に
つ
い
て
紙

面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
考
え
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
ご
理
解
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

経和会では、在学生の就職活動を支援する一環として、３年生の保護者の皆さま向
けに、「就職支援セミナー」を１１月５日に実施しました。昨今の厳しい就職状況を反
映して、８５名の方が参加されました。遠くは、北海道、長崎、宮崎からご夫婦で参加
されており、就職問題が本人のみならず、保護者の方にとっても非常に大きな課題に
なっていることが窺がわれました。
セミナーの内容は、�最近の就職状況、�最近の就職活動の流れ、�保護者に期待

されること・果たすべき役割、から構成されています。「ES（エントリーシート）、
オープンセミナー、内内定」、といった言葉の説明から始まり、「経済学部生の就職状
況」、「企業から見た埼大生」、「親の責任として言わねばならないこと、言ってはいけ
ないこと」、などについて、経和会メンバーが今までの体験を踏まえて１時間３０分に
わたって説明しました。参加者は熱心にメモを取り、積極的に質問されていました。
さらに希望者には個人面談も実施され、それぞれが抱えている課題や質問に対して

アドバイスやコメントがなされました。
なお、当日はむつめ祭が行われていましたので、保護者の方も最近の大学祭を楽し

み、大学生活の一端に触れられたことと思います。

「経和会会員名簿第４号」が９年ぶりに一昨年１０月に刊行されました。
会員名簿は氏名、住所のほか勤務先、出身校や会員索引、勤務先一覧などがあり、大変充実し
ています。是非、ご購入下さい。
また、終身会費を納めた学生の皆さんには無償でお配りしております。就職活動にも大いにご
活用ください。
申し込み：経和会郵貯銀行口座へのお振込みにて申し込み完了です。
頒布金額：３，０００円
口 座 名：埼玉大学経済学部経和会 ００５００‐４‐２２６０５ なお、会員名簿購入代とご記載ください。
着金次第、送付いたします。送料は経和会負担です。

会
費
未
納
問
題
に
つ
い
て経

和
会
長

田
坂

敏
幸
（
昭
和
４７
年
卒
）

就就職職支支援援セセミミナナーー

名

簿

案

内

保護者の皆さま向け就職支援セミナーを実施しました
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公務員 ４３
�いたま市 ４
国税局関係 ４
東京都 ３
東京都特別区 ４
警視庁 ２
埼玉県警 １
県庁（長野、栃木、
山形、長崎） ４
地方市役所（埼玉・
東京を除く） １７
金融 ５９
りそなグループ ６

三菱東京UFJ
フィナンシャル ２
日本政策金融公庫

２
ゆうちょ銀行 １
地方金融機関 １５
SMBC日興証券 ３
岡三証券 ２
大和証券 １
楽天証券 １
三井住友海上 １
損保ジャパン １
あいおいニッセイ
同和損保 １

明治安田生命 １
住友生命 １
富国生命 １
ソニー生命 １
アメリカンファミ
リー生命 １
三菱UFJリース１
製造業
雪印メグミルク １
明治・東京支店 １
テルモ １
ノルバティスファ
ーマ １
佐藤製薬 １

日医工 １
久光製薬 １
伊藤ハム １
中村屋 １
JX日鉱日石金属１
日本軽金属 １
サービス
東京電力 １
ベルーナ １
リクルートHR
マーケティング １
ベネッセ １
プリンスホテル １
ファミリーマート １

JFE物流 １
澁澤倉庫 １
ANA WINGS １
三菱商事フィナン
シャルサービス １
毎日コミュニケー
ションズ １
会計事務所関係４
大学院進学 １０
埼玉３、一橋２、
バ－ミンガム、パリ
経営、明治、明星、
東京工業の各大学院

結
局
は
個
人
の
頑
張
り
次
第
。
よ
く
就

活
に
関
し
て
は
、
縁
や
運
な
ど
と
言
い
ま

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
理
屈
で
す
。
練

習
し
た
分
だ
け
成
果
は
出
ま
す
。
怒
涛
の

よ
う
に
迫
り
く
る
Ｅ
Ｓ
や
面
接
、
そ
し
て

落
選
…
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
状
態
が
続
き
、

自
分
自
身
逃
げ
た
い
、
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
「
も
う
い
い
か
な
」

っ
て
逃
げ
た
く
な
る
時
に
踏
ん
張
れ
る
か
、

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
就
活
生
に
伝
え

る
と
す
れ
ば
、
常
に
こ
れ
で
い
い
の
か
？

と
自
問
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

正
当
化
と
い
う
名
の
逃
げ
を
し
て
現
状
に

目
を
背
け
る
就
活
生
が
多
い
で
す
。
妥
協

し
た
経
験
は
心
に
刻
ま
れ
、
今
後
の
自
分

を
縛
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で
頑

張
り
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
結
果
は
出

ま
す
。

そ
し
て
個
人
の
能
力
を
ど
れ
だ
け
蓄
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
も
就
職
活
動
を

通
し
て
感
じ
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
ど
ん
な
企
業
に
勤
め
よ

う
と
も
、
組
織
に
守
っ
て
も
ら
う
で
は
も

は
や
通
用
し
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

が
ス
タ
ー
ト
。
ど
ん
な
時
代
も
変
化
を
楽

し
み
乗
り
越
え
て
い

け
る
よ
う
に
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
大
学
３
年
の

冬
ま
で
、
で
き
る
こ
と
な
ら
就
活
な
ん
て

し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
ク

ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
何
十
社
も

の
説
明
会
に
参
加
す
る
自
分
の
姿
を
想
像

す
る
と
、
気
が
重
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
る
し
か
な
い
と
腹

を
く
く
り
、
一
生
懸
命
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
を
書
き
、
何
度
も
面
接
を
受
け
に
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
５
カ
月
後
、
初
め
て
内

定
を
頂
い
た
時
は
叫
び
た
い
く
ら
い
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
就
職
活
動
は
、
や
る
も
や

ら
ぬ
も
、
数
あ
る
会
社
か
ら
ど
こ
を
選
び
、

受
け
る
か
も
自
分
次
第
。
だ
か
ら
こ
そ
、

戸
惑
う
こ
と
や
、
友
人
と
比
較
し
て
不
安

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
含
め
、
自
分
で
選

択
・
決
断
し
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
就
活
は
個
人
戦
で
す

が
、
辛
い
と
き
元
気
を
く
れ
る
友
人
や
家

族
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

「
内
定
は
ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
」
と
よ
く

言
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
し
た
の
は
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
た
め
で
す
。
学
生

を
卒
業
し
て
、
元
気
に
社
会
人
の
ス
タ
ー

ト
を
切
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
４
月
か
ら

精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒のののののののののののののののののの就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況
３月に卒業した２３４名の就職状況は下記のとおりであるが、例年と同様、公務員および金融業界への就職
率が高く、公務員４３名、金融５９名となっている。公務員ではUターンが多く、埼玉、東京を除く地方市役
所に１７名が就職しているが埼玉県庁は今年も就職ゼロである。
一方、金融では全国ブランドの金融機関が少なく、地方金融機関へ１５名が決まっている。また、製造業で

は食品や医薬品が増えるものの一般製造業は今年も多くはなかった。全体的に就職難を反映して中小への就
職が多く、ほとんどが１名のみの就職である。今の埼大生は堅実というのか、学部が目指している国際化に
はかけ離れた就職の実態である。また、大学院進学は１０名と多く、しかも埼玉大学経済科学研究科に３名が
進学した。なお、夜間主を含む卒業生約３３０名との差、約１００名は把握できていない。

平成２４年３月卒 主な内定先リスト（平成２４年３月１９日現在）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

永井 敬士「夫婦別姓の憲法学的考察」

大澤 笙子「現代中国農村女性の就業実態」
岡田 光良「銀行国有化の基準に関する分析」
蔡 玉成「中国人民銀行の金融政策（その目的・手段・運営）」
田中 雄基「日本と中国における再生資源貿易」

最優秀論文（経済学会賞）

優 秀 論 文（経 和 会 賞）
２３年度

優秀演習
論文表彰

就就
��

職職
��

活活
��

動動
��

体体
��

験験
��

記記

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会

社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

経
済
学
部

経
営
学
科

田
中

佳
佑

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

経
済
学
部

社
会
環
境
設
計
学
科
卒
業

児
玉
実
可
子
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埼玉大学、埼玉県、�埼玉県経営者協会、及び�いたま市が提
案中核機関となり、地域産学官共同研究拠点として「埼玉次世代

自動車環境関連技術イノベーション創出センター」が設置されま

した。本センターでは、埼玉地域の自動車産業を次世代自動車対

応の産業に変革することを目指し、電気自動車（EV）を中心と

して、ハイブリッド車（HV）、プラグインハイブリッド車（PHV）

など、次世代自動車関連基盤技術開発のための産学官共同研究等

を行っています。

本年３月１６日大学構内において、企業、高校生を含む一般市民を対象に、埼玉大学研究紹介フェアが開催され

ました。経済学部では、伊藤修経済学部長（当時）が「山一証券破綻の教訓―「１００年史」を編纂して―」の題

目で講演されました。

本年１月１８日に昨年に続き知事に政策提言をする「知事と学生の

意見交換会」を開催しました。経済学部２・３年生６３人がゼミ単位

で取り組み、昨年７月には県の担当課職員による出前講座を受講し、

その後、生活保護受給家庭の子供に対する学習支援現場の訪問や、

「いきがい大学」に通う高齢者へのインタビューなどの現地調査を

通じて、政策研究に努めました。

埼玉大学将棋部が、昨年９月４日に川崎市民プラザで開催された第２６回全国オール将棋選手権・団体戦で優勝

しました。優勝：埼玉大学、準優勝：一橋大学、３位：東京大学

昨年の３月１１日東日本大震災の際、書棚の本が一部落ちたなどの

被害がありましたが、大きな被害には至りませんでした。今回の震

災を教訓に埼玉大学では、学生向けに定期入れサイズの地震対応マ

ニュアルを作成し配布するなど、地震関係のマニュアルを整備しま

した。

また、�いたま市との協定により総合体育館は、�いたま市の避
難所として指定されています。

昨年１０月１２日に埼玉大学経済学部、遠藤・金井ゼミ主催によるシンポジウム「福島はいま…。３．１１をきっか

けに考える人間生活―福島県農家菅野正寿さんから見た原発事故―」が開催されました。

平平成成２２３３年年度度大大学学ニニュューースス

埼玉次世代自動車環境関連技術イノベーション創出センターが設置されました

埼玉大学研究紹介フェアが開催されました

シンポジウム「福島はいま…。」を開催しました

今年度も埼玉大学生が知事に政策提言をしました

将棋部 第２６回全国オール将棋選手権・団体戦で優勝しました

東日本大震災の被害状況やその後の対応について

倒れた書棚
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東
日
本
大
震
災
、

あ
の
時
埼
大
生
は
。

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
か

ら
も
う
一
年
が
経
つ
。
今
も

東
北
地
方
で
は
復
興
作
業
が

続
い
て
い
る
。
あ
の
日
、
埼

玉
で
も
震
度
４
か
ら
５
の
強

い
揺
れ
が
あ
っ
た
。
埼
大
生

は
春
休
み
中
で
、
学
内
に
い

た
学
生
は
少
な
い
と
思
う
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
被
害
を

受
け
た
。
地
下
鉄
の
中
で
閉

じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
学

生
や
、
家
の
食
器
が
す
べ
て

割
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話

も
多
く
聞
い
た
。
ま
た
、
さ

い
た
ま
市
は
計
画
停
電
の
対

象
地
域
で
も
あ
っ
た
た
め
、

真
っ
暗
な
夜
を
過
ご
す
の
が

不
安
な
学
生
同
士
で
集
ま
っ

て
過
ご
す
姿
も
あ
っ
た
。
節

電
の
た
め
に
冷
房
を
あ
ま
り

使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
生
活
し

て
い
た
よ
う
に
思
う
。

埼
大
は
東
北
か
ら
来
て
い

る
学
生
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

大
学
生
協
の
募
金
額
が
日
本

一
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
驚
い

た
。
他
大
学
と
比
べ
て
も
桁

が
一
つ
多
く
、
そ
れ
だ
け
地

震
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

講
義
で
連
累
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
の
だ
が
こ
こ
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

過
去
の
出
来
事
に
対
す
る
責

任
の
と
り
方
で
大
事
な
の
は

「
切
り
離
さ
な
い
・
無
関
心

に
な
ら
な
い
・
忘
れ
な
い
」

こ
と
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
責
任
と
は
少
し
異
な
る

が
、
今
回
の
地
震
に
つ
い
て

も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
サ
ー
ク
ル

桃
犬
は
、
埼
玉
大
学
の
学
生

を
中
心
に
多
く
の
学
生
が
集

ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、

地
域
の
公
民
館
か
ら
依
頼
を

受
け
、
公
演
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
震
災
へ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
を
行

な
っ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
地
域
の
子
ど

も
達
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
触

れ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
一
緒

に
公
演
す
る
と
い
う
よ
う
な

活
動
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
活
動
の
幅
を
限

る
こ
と
な
く
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
活
動
を
模
索
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

埼
玉
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー

ク
ル
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｚ

で
す
！
私
た
ち
は
年
に
５
回

の
サ
ー
ク
ル
ラ
イ
ブ
（
春
、

夏
、
新
人
、
む
つ
め
、
冬
）

と
県
内
、
都
内
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
主
に
活
動
し
て

い
ま
す
！
現
在
創
設
１６
年
を

迎
え
、
１
０
０
名
を
越
え
る

サ
ー
ク
ル
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
ア
カ
ペ
ラ
だ
け
で
な

く
、
夏
合
宿
な
ど
も
行
い
、

学
年
問
わ
ず
仲
良
く
活
動
し

て
い
ま
す
！

む
つ
め
祭

開
催
報
告

昨
年
１１
月
３
日
か
ら
５
日

ま
で
の
３
日
間
、
む
つ
め
祭

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方

に
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

む
つ
め
祭
の
目
玉
企
画
と

も
な
り
つ
つ
あ
る
ミ
ス
埼
大

コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
は
１
５

０
イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ
ー
を
導

入
し
、
華
々
し
く
開
催
で
き

ま
し
た
。
結
果
は
教
養
学
部

３
年
の
谷
口
沙
穂
さ
ん
が
グ

ラ
ン
プ
リ
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
ミ
ス
は
一
体
誰

が
選
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
の
ご
来
場
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
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同
期
会
だ
よ
り

３４
年
同
期
会

碓
井

良
明

昭
和
３０
年
４
月
か
ら
４
年
間
、
Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
の
北
浦
和
駅
前
の
旧
制
浦
和
高
校
の

跡
地
（
現
在
は
公
園
）
に
あ
っ
た
木
造
校
舎

で
学
ん
だ
文
理
学
部
文
科
（
当
時
）
の
仲
間

（
法
律
４０
名
、
経
済
３３
名
、
英
独
仏
国
文
２０

名
）
は
、
毎
年
７
月

に
同
期
会
を
開
催
、

毎
回
２０
名
前
後
が
各

地
か
ら
参
集
す
る
。

わ
が
年
次
は
、
法
律

専
攻
コ
ー
ス
の
最
後

の
年
に
あ
た
り
、
法

律
専
攻
生
が
多
い
の

が
特
徴
。
こ
の
写
真

は
、
卒
業
５２
周
年
に

あ
た
る
平
成
２３
年
７

月
の
開
催
時
に
撮
影

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
や
、
多
く
の
同
期
生

が
喜
寿
を
迎
え
る
年
齢
と
な
り
、
弁
護
士
の

二
人
を
除
き
殆
ど
が
現
役
を
退
き
、
悠
々
自

適
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
久
し
ぶ
り
に
会

え
ば
、
学
生
時
代
の
童
顔
？
に
戻
り
、
往
時

を
偲
ん
で
賑
や
か
に
旧
交
を
温
め
て
い
る
。

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
経
和
会

�
原

康
雄

昭
和
４７
年
卒

歳
を
経
て
く
る
と
昔
の
想
い
出
は
懐
か
し

い
。
辛
か
っ
た
こ
と
も
悔
し
か
っ
た
こ
と
も

す
べ
て
今
の
自
分
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
し
て
や
同
じ
大
学
を
卒
業
し
て
同

じ
会
社
で
苦
労
し
て
来
た
者
同
士
に
と
っ
て
、

同
じ
部
署
で
働
い
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

今
ま
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
く
と
も
、
歳
が

離
れ
て
い
て
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仲
間
に

な
り
、
過
去
の
仕
事
の
苦
労
も
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
月
１５
日
に
埼
玉
大
学
出
身
で
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た
人
た
ち
の
懇

親
会
「
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
経
和
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
長
者
は
昭
和
４３
年
卒

か
ら
今
も
現

役
の
６２
年
卒

ま
で
一
堂
に

会
し
て
、
学

生
時
代
の
ゼ

ミ
の
思
い
出
、

ク
ラ
ブ
の
思

い
出
、
そ
し

て
今
の
悠
々

自
適
の
日
々

の
趣
味
の
話
な
ど
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
忘

れ
て
、
語
り
合
い
ま
し
た
。
あ
る
先
輩
は
グ

ル
ー
プ
会
社
の
社
員
の
結
婚
の
橋
渡
し
す
る

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
あ
る
先
輩

は
フ
ル
ー
ト
を
趣
味
と
し
て
髭
を
撫
ぜ
な
が

ら
敬
老
ホ
ー
ム
慰
問
を
行
う
な
ど
、
い
ま
だ

に
第
二
・
第
三
の
人
生
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
自
分
も
こ
の
ま
ま
老
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
ぞ
、
と
心
を
奮
い
立
た
さ
れ
る
充
実

し
た
時
間
も
味
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た

（
し
て
い
る
）
埼
玉
大
学
出
身
の
Ｏ
Ｂ
や
現

役
行
員
は
多
く
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
苦
労
を

共
有
し
合
え
る
「
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
経

和
会
」
の
意
義
も
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

む
つ
め
ゴ
ル
フ
会

出
口

雅
史

平
成
１２
年
卒

２
０
１
１
年
１１
月
１１
日
�
に
森
林
公
園
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
「
む
つ
め
ゴ
ル

フ
会
」
は
２８
人
が
参
加
し
、
６
回
目
の
開
催

で
初
め
て
５
学
部
全
て
の
卒
業
生
が
揃
い
ま

し
た
。

今
回
は
あ
い
に
く
の
秋
雨
が
降
る
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
半
数

が
グ
ロ
ス
１
０

０
を
切
る
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
昭

和
３８
年
経
済
学

部
卒
業
の
松
村

雄
さ
ん
で
グ
ロ

ス
８５
。
２
位
に

昭
和
４５
年
工
学

部
卒
業
の
内
田

仁
徳
さ
ん
、
３
位
に
は
昭
和
４７
年
経
済
学
部

卒
業
の
鈴
木
均
さ
ん
が
入
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
１１
月
２１
日
�
に
大
宮
国
際
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
専
用

ペ
ー
ジ
「
埼
玉
大
学
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
む
つ
め
ゴ

ル
フ
会
」
で
検
索
す
る
か
、
幹
事
の
大
崎
鼎

さ
ん
（
昭
和
４５
年
経
済
学
部
卒
）k.ohsaki

@
orion3.co.jp

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
者（
順
不
同
）…
内
藤
勝
久
、
橋
本
養

平
、
杵
鞭
弘
恭
、
手
嶋
毅
、
小
林
千
秋
、
出

口
雅
史
、
松
村
雄
、
鈴
木
均
、
石
田
肇
、
小

池
登
、
諏
訪
村
博
行
、
太
田
博
、
竹
内
洋
、

萩
野
弘
二
、
細
越
博
資
、
大
崎
鼎
（
以
上
経

済
学
部
卒
）、
高
橋
令
幸
（
理
学
部
卒
）、
関

根
増
男
、
寺
内
慎
一
、
井
手
博
（
以
上
教
養

学
部
卒
）、
大
西
利
樹
、
大
倉
忠
博
、
服
部

明
、
中
川
隆
夫
、
内
田
仁
徳
、
奥
山
哲
夫（
以

上
工
学
部
卒
）、
松
村
秀
、
小
熊
俊
正
（
以

上
教
育
学
部
卒
）

書籍紹介コーナー
中村直行著

「笑いと生きる意欲」（名著出版）
同氏は経済学部卒業後、東京大
学大学院で統合医療情報学を学び、
この本の中で免疫力を高めるには
笑いが効果的と紹介しています。
副題「開運 笑いという名の処方
箋」が付けられテレビ「笑点」で
おなじみの噺家・三遊亭小遊三師
匠との対談でユーモアたっぷりの
一冊です。
同氏は永年経和会副会長として
同窓会活動にもご尽力されました。

三菱東京UFJ 銀行経和会のメンバー

写真撮影：勝間田�一
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�
ク
レ
ハ
専
務
執
行
役
員
兼

ク
レ
ハ
・
ア
メ
リ
カ
代
表
取
締
役
社
長

萩
野

弘
二昭

和
４５
年
卒

三
井
住
友
銀
行

日
本
橋
東
支
店
長

大
畠

律
雄

昭
和
６２
年
３
月
卒

私
は
昭
和
４１
年
に
経
済
学
部
に
入
学
し
、
大
学

紛
争
の
さ
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
昭
和
４５
年
に
留

年
も
せ
ず
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業
以
来
４０
有
余
年

経
つ
わ
け
で
す
が
今
に
至
る
ま
で
交
遊
が
続
い
て

い
る
の
は
茶
道
研
究
会
（
お
茶
研
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
）
の
仲
間
で
す
。
私
の
、
純
粋
に
日
本
文
化

の
粋
を
究
め
よ
う
と
入
会
し
た
動
機
に
う
そ
偽
り

は
な
く
、
女
性
が
多
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
よ
こ
し

ま
な
考
え
も
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の

経
済
学
部
は
下
大
久
保
に
移
転
す
る
前
で
、
北
浦

和
駅
と
浦
和
駅
の
間
の
旧
埼
玉
師
範
の
校
舎
を
使

っ
て
お
り
そ
こ
に
部
室
も
あ
っ
た
た
め
経
済
学
部

の
男
性
数
人
も
含
め
男
性
会
員
の
ほ
う
が
多
か
っ

た
時
代
で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
い
い
と
こ
ろ
は
前

後
３
�
４
年
の
年
代
、
学
部
も
文
系
、
理
系
入
り

交
じ
る
多
様
さ
に
あ
り
、
そ
れ
が
卒
業
後
の
交
流

も
長
続
き
さ
せ

る
の
で
し
ょ
う

か
。私

の
入
会
の

動
機
は
さ
て
お

き
、
お
点
前
の

ひ
と
つ
も
覚
え

ず
も
っ
ぱ
ら
合

宿
、
旅
行
、
宴

会
等
の
要
員
で

４
年
も
い
た
の

に
会
活
動
に
何

の
寄
与
も
で
き
ず
忸
怩
た
る
思
い
が
今
で
も
残
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
楽
し
い
思
い
出
と
し
て

残
る
の
は
２
年
連
続
で
の
鎌
倉
の
円
覚
寺
の
合
宿

で
し
た
。
朝
の
座
禅
、
皆
で
交
替
の
自
炊
、
い
ろ

ん
な
議
論
を
し
た
こ
と
、
今
で
も
鎌
倉
へ
行
く
と

遠
い
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

私
が
埼
玉
大
学
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
５８
年
。

現
在
の
学
長
で
あ
る
上
井
ゼ
ミ
で
お
世
話
に
な
り
、

何
と
か
卒
業
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

と
先
生
方
に
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
学
習
塾

や
家
庭
教
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
て
お
り
、

授
業
は
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大
学
３
年
生
の
後
半
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
、
埼

玉
大
学
出
身
の
先
輩
方
に
無
理
を
言
っ
て
面
接
し

て
頂
き
、
職
場
の
様
子
や
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
教
わ
っ
た
こ
と
が
、
就
職
活
動
に
活
か
さ
れ
ま

し
た
。
就
職
１
年
目
は
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
後

輩
の
皆
さ
ん
の
一
次
面
接
な
ど
を
担
当
し
た
も
の

の
、
当
行
で
の
埼
玉
大
学
出
身
者
が
少
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
学
生
や
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
が
な
い
ま

ま
２０
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
、
支
店
の

新
入
社
員
か
ら
同
期
に
埼
玉
大
学
出
身
者
が
い
る

と
聞
い
て
会
食
し
、
埼
玉
大
学
の
現
在
の
様
子
な

ど
を
聞
い
て
、
急
に
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
来
、
埼
玉
大
学
か
ら
当
行
に
ほ
と
ん
ど
就

職
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の

就
職
活
動
の
役
に
立
て
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
当
行
で
の
埼
玉
大
学
出
身
者
を
探
し
て
情
報

交
換
し
、
当
行
と
埼
玉
大
学
と
の
パ
イ
プ
作
り
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩
師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののの
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

近
況
報
告名

誉
教
授

山
田

稔

小
生
、
埼
玉
大
学
に
２０
年
間
勤
務

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
良
心

的
な
組
織
体
は
、
他
に
は
類
を
み
な

い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
良
心

的
な
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
に
例

の
な
い
良
心
的
な
大
学
を
卒
業
さ
れ

た
皆
様
方
は
大
変
、
好
運
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

小
生
の
専
攻
は
労
務
管
理
論
で
あ

り
、
主
に
日
本
労
務
管
理
の
現
状
分

析
の
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
埼

玉
大
学
在
職
中
に
執
筆
し
た
「
日
本

労
務
管
理
の
実
態
」（
東
洋
経
済
新

報
社
）
は
絶
版
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
改
訂
増
補
版
と
思
わ
れ
る
「
高

度
成
長
期
の
日
本
労
務
管
理
」（
千

倉
書
房
）
は
今
で
も
入
手
可
能
で
す
。

小
生
は
ほ
ぼ
５
年
前
に
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
６
回
ほ
ど
や
っ
た

結
果
、
変
形
性
膝
関
節
症
に
か
か
り
、

こ
の
た
め
歩
行
が
辛
く
な
り
、
特
に

階
段
を
下
り
る
さ
い
に
は
手
す
り
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
健
康
に
恵
ま

れ
、
現
在
８１
歳
で
す
が
、
あ
と
数
年

は
生
き
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
労
務
管
理
論
の
研
究
は
止

め
て
、
も
っ
ぱ
ら
音
楽
鑑
賞
に
熱
意

を
か
た
む
け
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
の
ぞ
み
、
皆
様
方
の
ご

健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

私
の
近
況名

誉
教
授

山
口

達
良

平
成
１９
年
１０
月
と
同
２０
年
１２
月
に
、

私
は
米
国
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州

プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
に
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
大

学
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
は
、
昭
和
４３
年
当
時
。
私

の
担
当
す
る
講
義
を
履
修
し
た
卒
業

生
の
安
原
明
夫
氏
が
教
授
と
し
て
経

済
学
を
教
え
て
い
る
安
原
氏
は
、
私

の
授
業
で
強
い
影
響
を
受
け
、
米
国

で
の
勉
強
へ
の
指
向
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

安
原
氏
は
昭
和
４８
年
秋
に
渡
米
し
、

幾
多
の
困
難
、
と
く
に
悪
性
の
癌
を

克
服
し
て
懸
命
に
努
力
し
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
安
原
氏
の
岳
父
は
私

の
陸
軍
幼
年
学
校
時
代
の
恩
師
と
昵

懇
の
間
柄
に
あ
り
、
私
に
書
簡
を
寄

越
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

平
成
２０
年
１１
月
に
秋
の
叙
勲
で
私

は
瑞
宝
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

私
の
交
流
録

昭和４１．２年頃円覚寺合宿にて
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大
学
で
過
ご
し
た
四
年
間
は
、
白
球
を
追
う
日
々
で

あ
っ
た
。

現
在
は
関
甲
新
学
生
野
球
リ
ー
グ
（
２
部
）
に
所
属

す
る
埼
玉
大
学
硬
式
野
球
部
だ
が
、
私
が
在
学
し
て
い

た
当
時
は
所
属
す
る
リ
ー
グ
も
な
く
、
春
の
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
に
出
場
す
る
に
は
「
無
所
属
」
チ
ー
ム

（「
東
部
地
区
」
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
す
。）
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
代
表
を
決
定
し
て
い
た
。
全
国

へ
の
道
は
険
し
く
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ひ
た
す
ら

勝
ち
続
け
て
神
宮
へ
行
く
こ
と
を
夢
見
て
い
た
。
何
し

ろ
、
埼
大
硬
式
野
球
部
は
、
か
つ
て
大
学
選
手
権
に
駒

を
進
め
た
こ
と
も
あ
る
の
だ
か
ら
（
昭
和
５４
年
第
２８
回

大
会
）、
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。
２

回
目
の
出
場
を
目
指
し
て
、
日
々
充
実
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。

私
が
貝
山
道
博
先
生
の
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
の
は
、
硬
式

野
球
部
の
３
期
先
輩
で
あ
る
Ｓ
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た

か
ら
だ
。
Ｓ
さ
ん
は
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
硬
式
野
球

を
始
め
る
と
い
う
か
な
り
�
無
謀
�
な
選
択
を
さ
れ
た

方
だ
が
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
し
、
卒
業
後
は
某
大

手
Ｓ
銀
行
に
就
職
し
た
大
変
優
秀
な
方
だ
。
私
は
そ
の

方
の
�
後
釜
�
と
し
て
貝
山
ゼ
ミ
に
入
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
が
、
私
の
学
業
は
遅
々
と
し
て
上
達
し
な
か
っ
た

た
め
、
ゼ
ミ
の
演
習
中
の
発
言
に
は
、
学
術
的
要
素
よ

り
娯
楽
的
要
素
を
求
め
ら
れ
た
（
よ
う
な
気
が
す
る
）。

当
時
、
ま
だ
若
く
、
皇
太
子
殿
下
（
当
時
。
現
在
の

天
皇
陛
下
。）
を
思
わ
せ
る
品
格
に
ミ
ス
タ
ー
（
長
嶋

茂
雄
）
並
み
の
ヒ
ゲ
を
蓄
え
た
風
貌
の
貝
山
先
生
は
、

我
々
ゼ
ミ
生
に
常
に
冷
静
に
経
済
分
析
を
説
い
て
い
た

が
、
全
身
か
ら
発
す
る
熱
い
オ
ー
ラ
は
常
に
我
々
を
圧

倒
し
、
ゼ
ミ
室
で
も
、
軽
井
沢
の
合
宿
中
も
、
講
義
後

の
酒
席
で
も
、
常
に
冷
静
に
熱
弁
を
奮
っ
て
い
た
。
先

生
と
ゼ
ミ
の
仲
間
で
過
ご
す
時
間
の
多
く
は
酒
と
ビ
ー

ル
の
日
々
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
、
学
問
に
必
要
な
も

の
は
『
熱
き
心
』
と
『
冷
静
な
頭
脳
』
で
あ
る
こ
と
を

常
に
説
か
れ
て
い
た
。

研
究
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
の
人
間
と
し
て

も
熱
き
一
流
で
あ
る
貝
山
先
生
と
、
バ
ブ
ル
景
気
の
世

間
を
尻
目
に
、
ひ
た
す
ら
勉
学
に
勤
し
ん
だ
（
と
思
わ

れ
る
）
貝
山
ゼ
ミ
の
仲
間
た
ち
と
過
ご
し
た
日
々
は
、

私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
も
珠
玉
の
ひ
と
と
き
で

あ
る
。
あ
の
頃
か
ら
今
日
ま
で
、
ま
な
じ
り
き
り
り
と

吊
り
上
げ
て
、
恩
師
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
日
々

奮
闘
し
て
い
る
が
、
努
力
の
甲
斐
も
な
く
、
未
だ
足
元

に
も
及
ば
な
い
。
今
日
も
涙
の
日
が
暮
れ
る
の
だ
。

学
生
時
代
に
夢
見
た
大
学
選
手
権
に
は
、
そ
の
後
、

幸
運
に
も
審
判
員
と
し
て
出
場
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
社
会
人
野
球
最
高
の
舞
台
で
あ
る
都
市
対

抗
野
球
で
は
、
東
京
ド
ー
ム
と
い
う
大
舞
台
に
も
立
つ

こ
と
も
で
き
た
。
休
日
に
家
を
空
け
る
こ
と
も
多
く
、

妻
の
冷
た
い
視
線
を
感
じ
る
日
常
で
あ
っ
た
が
、
都
市

対
抗
に
出
場
し
た
時
に
は
、
家
族
や
妻
の
両
親
が
観
戦

し
て
く
れ
た
。
以
来
、
妻
の
視
線
は
少
し
だ
け
穏
や
か

に
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
人
た
ち
に
感

謝
で
あ
る
。

審
判
員
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
、
そ
れ
は
試
合
を
引

っ
張
る
『
熱
き
心
』

と
判
定
を
下
す
と
き

の
『
冷
静
な
頭
脳
』

で
あ
る
。
そ
れ
は
、

学
生
で
あ
っ
た
在
り

し
日
に
、
恩
師
か
ら

学
ん
だ
こ
と
だ
。

平
本
一
郎
さ
ん
が
�
テ
レ
ビ
埼
玉
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

経
済
学
部
卒
業
（
昭
和
５３
年
３
月
）
の
平
本
一
郎
さ

ん
が
、
平
成
２３
年
６
月
に
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

�
ア
イ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
会
長
の
池
田
典
義
さ
ん
が

藍
綬
褒
章
を
受
章

文
理
学
部
卒
業
（
昭
和
３８
年
３
月
）
の
株
式
会
社
ア

イ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
会
長
の
池
田
典
義
さ
ん
が
、
平

成
２３
年
秋
の
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

今
年
３
月
で
埼
玉
大
学
を
定
年
退
職
い
た
し
ま
す
。
経
和

会
の
皆
様
に
は
就
職
支
援
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
学
部
教
員
と
し
て
、
就
職
支
援
担
当
を
約
８
年
間
に

わ
た
っ
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
職
が
霞
ヶ
関

の
行
政
官
で
し
た
の
で
、
自
ら
お
願
い
し
て
就
職
支
援
を
継

続
し
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、

法
人
化
し
て
か
ら
、
就
職
支
援
活
動
も
格
段
に
充
実
し
て
き

ま
し
た
。
経
済
学
部
で
も
、
法
人
化
前
か
ら
学
内
公
務
員
講

座
の
開
設
に
立
ち
会
い
、
そ
の
後
、
運
営
改
善
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
講
座
を
決
し
て
専
門
学
校
に
丸
投
げ
し
な
い
と
の

方
針
で
、
詰
め
込
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
せ
ず
、
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
を
設
け
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
開
催
し
、
学
生
の
必
要
と

す
る
的
確
な
情
報
の
提
供
を
行
う
等
の
種
々
の
改
善
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
学
年
３
０
０
名
余
り
の
経
済

学
部
学
生
の
う
ち
、
毎
年
５０
名
程
度
の
公
務
員
職
場
へ
の
就

職
者
を
輩
出
す
る
ま
で
に
な
り
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
民
間
企
業
へ
の
就
職
活
動

支
援
は
、
ま
だ
ま
だ
の
段
階
で
す
。
今
後
と
も
経
和
会
の
皆

様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼埼玉玉大大学学発発のの
オオリリジジナナルル日日本本酒酒

埼玉大学地域イノベーション
センター内に設置されている埼
玉大学産学官協議会「醸造酒研
究会」は、お酒に関わる種々の
調査、研究を通して、お酒の歴

史的文化的側面を含
めた広い理解を深め、
教育と健全な社会の
発展に寄与すること
を目指して設立され
ました。この研究会
によって埼玉大学発
オリジナル日本酒が
開発されました。

こ
の
度
経
和
会
会
報

は
第
１５
号
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
卒

業
生
が
増
え
続
け
各
界

で
ご
活
躍
さ
れ
る
方
や
定
年
を
迎

え
る
方
々
も
増
え
る
た
め
、
同
窓

会
や
同
期
会
の
集
ま
り
が
活
発
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
少
し
で
も
多
く

の
方
々
に
会
報
に
登
場
し
て
頂
き

た
い
の
で
、
お
気
軽
に
情
報
を
提

供
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学
生
時
代
の
こ
と

平
成
２
年
卒
業

貝
山
ゼ
ミ北

村

善
彦

編
集

後
記 同窓会は埼玉大学東日本大震災緊急支援奨学金へ寄附を行いました。

埼玉大学では今回の大震災について、被災された埼玉大学生を救おうと経済的な緊急
支援として緊急支援奨学金を創設しました。埼玉大学が学生の入学金・授業料免除など
の支援を行う一方、この奨学金は学生生活を補助する目的で、一人１５万円ほどを１００名
近い当該学生へ給付いたしました。
同窓会連合会および経和会はじめ全学部同窓会も大学の趣旨に賛同し、大学へ総枠で

１００万円の寄附を行いました。原資は同窓会連合会の資金から拠出しました。また、卒
業生個人で寄附をされた皆さまには心より感謝申し上げます。

退
任
挨
拶本

城

昇
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